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　画家・水島爾保布は、明治17年(1884)に東京で生まれた。東京美術学校日本画科を卒業後、大阪朝日新聞社につ
とめ、「漫画」の草創期に活動。戦時中に新潟県へ疎開。戦後は長岡市に暮らした。昭和33年(1958)に亡くなるまで、
「昔の長岡十二ヶ月」など、人物・風景をテーマにした作品を数多く残す。「長生橋之図」は、寄寓する旧家があった信
濃川左岸からみた構図である。明治9年に落成した長生橋が、昭和12年に鉄橋となる以前、中州を挟む２本であった
頃の長生橋を描く。人力車、茶屋、川船など、大河・信濃川を現代に至るまで結ぶ、長生橋の往時を活写する。

明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
に
大
河
信
濃
川
に
架
け
ら
れ
た

長
生
橋
は
日
本
一
長
い
木
橋
だ
っ
た
。

橋
を
架
け
る
こ
と
は

洪
水
に
悩
ま
さ
れ
、
渡
船
を
生
命
が
け
で
す
る
長
岡
人
の
夢
で
あ
っ
た
。

洪
水
が
ひ
と
た
び
起
こ
れ
ば
、
苦
労
し
て
作
っ
た
橋
は
流
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

そ
の
リ
ス
ク
を
覚
悟
し
、
架
橋
を
決
断
し
た
先
人
た
ち
の
偉
大
な
冒
険
。

長
生
橋
架
橋
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
恩
恵
は

戊
辰
戦
争
に
よ
る
負
の
遺
産
の
解
消
の
ひ
と
つ
と
な
っ
た
。

大
河
に
よ
っ
て
隔
て
ら
れ
た
異
文
化
が

橋
に
よ
っ
て
交
わ
る
。

そ
れ
は
ま
た
人
類
の
平
和
を
創
る
の
に
ひ
と
し
い
。

平
成
三
十
年
に
、
長
岡
は
開
府
四
百
年
を
迎
え
る
。

そ
の
契
機
に
先
人
の
知
恵
を
学
び
、
未
来
に
希
望
の
橋
を
架
け
よ
う
。

歴
史
の
苦
難
を
偲
び

決
し
て
、
不
幸
な
人
び
と
（
市
民
、
国
民
、
人
類
）
を
つ
く
っ
て
は
な
ら
な
い
。

今
こ
そ
期
待
す
る
平
和
外
交
こ
そ

長
岡
の
歴
史
が
学
ん
だ
こ
の
世
の
世
界
観
そ
の
も
の
だ
と
思
う
。

水島爾保布画「長生橋之図」

表紙

発刊趣旨
英語のROOTS（ルーツ）は、樹木の根や物事の始まりを意味します。
また、先人や祖先の意味も併せ持ちます。「越後長岡ROOTS400」は、

海軍大将、連合艦隊司令長官、戦死後に元帥。旧長岡藩
士・髙野貞吉の六男として生まれ、長岡中学校、海軍兵
学校に学ぶ。大正5年（1916）に旧長岡藩家老・山本家
を継いだ。ロンドンで行われた昭和5年（1930）の海軍
軍縮会議、同9年の軍縮予備交渉に外務省、海軍から派
遣。平和外交の進展に尽力するが、同16年の真珠湾攻
撃を指揮し、太平洋戦争の火蓋を切ることとなる。ブー
ゲンビル島上空でアメリカ軍機に迎撃され戦死した。

1884～1943

山本五十六
（やまもと・いそろく）

外交官、特命全権アメリカ大使。東京帝国大学法学科
に学ぶ。齋藤家は旧長岡藩士の家柄で、父は明治維新
後に英語教師、外務省の翻訳官をつとめた。大正7年
（1918）、ロンドンの日本大使館に赴任し、通訳として
パリ講和会議、ワシントン会議などに出席。昭和4年
（1929）、外務省情報部長となり、翌年のロンドン海軍
軍縮会議に山本五十六らとともに出席した。平和外交
の推進を唱えるが、ワシントンで病死した。

1886～1939

齋藤博
（さいとう・ひろし）

駐米大使として、日米両国間の軋轢を解消するため、
文字通り身を削った齋藤博は、昭和14年（1939）２月
26日、ワシントンで客死した。葬儀は、日本大使館でし
めやかにとり行われた。齋藤の死を深く悼んだルーズベ
ルト大統領夫妻は、弔辞と花輪をとどけさせた。追悼の
花輪は、現在、JR長岡駅東口近く、如是蔵博物館と、神
田町の安善寺に展示されている。

月桂樹の葉を編んだ
追悼の花輪
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軍
縮
会
議

平
和
の
海  

非
戦
の
海

　

昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
の
ロ
ン
ド
ン
軍
縮
予
備

交
渉
に
、
日
本
海
軍
を
代
表
し
て
山
本
五
十
六
が

選
ば
れ
た
。

　

こ
の
予
備
交
渉
（
別
の
表
現
で
い
え
ば
外
交
）に
、

山
本
五
十
六
は
秘
す
る
も
の
が
あ
っ
た
。

　

か
つ
て
、
戊
辰
戦
争
の
際
、
長
岡
藩
軍
事
総
督

の
河
井
継
之
助
が
、
小
千
谷
談
判
を
「
談
笑
の
う

ち
に
、
平
和
を
勝
ち
と
る
談
判
を
決
し
よ
う
」
と

し
た
史
実
を
例
に
と
っ
て
、
交
渉
に
の
ぞ
も
う
と
い

う
も
の
で
あ
っ
た
。

　

予
備
交
渉
で
は
、
山
本
五
十
六
は
攻
撃
的
武
器

の
各
国
の
自
粛
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
軍
縮
は
世
界
の

平
和
・
日
本
の
安
全
の
た
め
に
、
必
ず
成
立
さ
せ

よ
う
と
す
る
山
本
五
十
六
の
人
類
の
恒
久
平
和
を

の
ぞ
む
真
実
の
叫
び
で
あ
っ
た
。

　

同
年
、
駐
米
大
使
と
な
っ
た
齋
藤
博
は
、
迫
り

く
る
戦
争
を
回
避
し
よ
う
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
国

務
省
に
「
日
米
不
可
侵
条
約
」
の
締
結
を
精
力
的

に
説
い
た
。

　

齋
藤
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
、
ロ
ン
ド
ン
で
の
軍
縮
会
議

の
随
員
と
し
て
、
山
本
五
十
六
と
と
も
に
（
戦
争
は

し
て
は
な
ら
な
い
と
す
る
）
世
界
の
平
和
を
説
く

一
人
で
あ
っ
た
。

　

二
人
の
交
渉
は
、
と
き
に
は
、
我
が
国
の
高
官

に
厳
し
く
、
各
国
に
鋭
い
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　
第
一
次
世
界
大
戦
後
、
戦
勝
国
の
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、

日
本
、
イ
タ
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど
の
各
国
は
、
強
い
海
軍
を

創
る
た
め
、
軍
備
拡
張
計
画
を
実
施
し
よ
う
と
し
た
。
と
こ

ろ
が
、
戦
後
、
俄
か
に
世
界
経
済
は
緊
縮
し
、
世
界
恐
慌
が
、

各
国
の
経
済
を
揺
る
が
し
た
。

　
ま
ず
軍
縮
を
提
案
し
た
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
海
軍
で
あ
る
。

世
界
の
海
を
支
配
し
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
は
、
ア
メ
リ
カ
、
日
本

な
ど
の
新
興
海
軍
力
を
押
さ
え
込
も
う
と
、
各
国
に
軍
縮
会

議
の
開
催
を
の
ぞ
ん
で
い
る
。

　
大
正
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
、
日
本
の
経
済
は
極
端

に
冷
え
込
み
、
国
家
予
算
の
緊
縮
が
課
題
だ
っ
た
。
一
方
で
は
、

軍
備
拡
張
が
始
ま
っ
て
お
り
、
軍
事
費
の
な
か
で
も
海
軍
費
が

国
家
予
算
の
五
十
％
に
せ
ま
ろ
う
と
し
て
い
た
。

　
海
軍
内
部
の
良
識
派
の
幹
部
は
、
国
際
的
協
調
と
不
況
を

救
う
こ
と
を
考
え
て
、
軍
縮
条
約
に
参
画
す
べ
き
で
あ
る
と
主

張
し
た
。
こ
れ
ら
を
の
ち
に
条
約
派
と
い
う
。

　
最
初
、
ワ
シ
ン
ト
ン
軍
縮
会
議
が
開
催
さ
れ
、
山
本
五
十

六
は
そ
の
日
本
海
軍
側
の
随
員
と
な
っ
て
渡
米
し
て
い
る
。

　
ワ
シ
ン
ト
ン
軍
縮
会
議
は
、主
力
艦（
戦
艦
）の
各
国
比
率
を
、

五・五・三
で
決
め
た
。
つ
ま
り
、
イ
ギ
リ
ス
五
、
ア
メ
リ
カ
五
、

日
本
三
、イ
タ
リ
ア
と
フ
ラ
ン
ス一
．
六
七
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、

日
本
海
軍
で
は
、
そ
の
比
率
で
は
、
日
本
海
軍
の
国
防
戦
略

が
成
り
立
た
な
い
と
い
う
艦
隊
派
を
出
現
さ
せ
る
こ
と
に
な

り
、
以
後
、
条
約
派
と
艦
隊
派
の
角
逐
が
始
ま
っ
た
。

　
次
に
昭
和
五
年
の
軍
縮
会
議
。
昭
和
九
年
の
予
備
交
渉
と

な
っ
て
ゆ
く
。
　

　

二
人
の
思
い
は
二
度
と
再
び
故
郷
を
焼
土
に
し

て
は
い
け
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　

だ
が
、
齋
藤
博
は
、
外
務
大
臣
の
椅
子
を
前
に

し
て
病
に
倒
れ
、
山
本
五
十
六
は
、
心
外
な
方
向
へ

運
命
の
舵
を
と
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

軍
縮
会
議
の
成
功
、
平
和
の
海
、
非
戦
の
海
の

平
和
外
交
こ
そ
、
二
人
の
念
願
で
あ
っ
た
。

山
本 

五
十
六

松
平 

恒
雄

チ
ャ
ッ
ト
フ
ィ
ー
ル
ド

マ
ク
ド
ナ
ル
ド

ク
レ
ー
ギ
ー

タ
ル
デ
ュ
ー

グ
ラ
ン
デ
ィ

モ
ン
セ
ル

サ
イ
モ
ン

ス
タ
ッ
ド
レ
ー

ス
テ
ィ
ム
ソ
ン

榎
本 

重
治

若
槻 

禮
次
郎

フランス

日  本

イギリス

アメリカ

イタリア

齋
藤 

博

財
部 

彪

こ
の
イ
メ
ー
ジ
図
は
昭
和
五
年
の

ロ
ン
ド
ン
海
軍
軍
縮
会
議
を
想
定
し
た
も
の
で
す
。

各
国
の
主
張
は
、
昭
和
九
年
の

ロ
ン
ド
ン
軍
縮
予
備
交
渉
の
内
容
で
す
。

こ
の
イ
メ
ー
ジ
図
は
昭
和
五
年
の

ロ
ン
ド
ン
海
軍
軍
縮
会
議
を
想
定
し
た
も
の
で
す
。

各
国
の
主
張
は
、
昭
和
九
年
の

ロ
ン
ド
ン
軍
縮
予
備
交
渉
の
内
容
で
す
。

ワシントン会議で主力艦の保有
比率は、アメリカ10、イギリス10、
日本６でまとまったではないか。
日本は今さらどうして、それでは困
るなどと言い出すのか。日本が無
条約を望むなら、アメリカはそれ
でも一向に構わない。

アメリカの主張
無条約状態となれば、それぞれ持
てる国力の限界まで、軍備拡張に
鎬(しのぎ)を削るだろう。イギリス・
日本両国に比べ、アメリカの海軍
力が巨大になりすぎる。

イギリスの主張

日本海軍の比率まで、アメリカ・
イギリス海軍の攻撃的兵器を削
減することを提案する。この提案
が通るなら、日本は主力艦や航空
母艦の廃止に同意してもよい。

日本の主張
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寡
黙
な
山
本
五
十
六
が
、
ひ
と
た
び
言
葉
を

発
す
る
と
、
問
題
の
核
心
を
衝
い
た
と
い
う
。
そ

れ
も
、
定
石
通
り
の
す
す
め
方
で
は
な
く
、
ま
っ

た
く
の
奇
襲
で
あ
っ
た
か
ら
、
相
手
側
は
脱
帽
せ

ざ
る
を
得
な
い
よ
う
な
情
況
と
な
っ
て
ゆ
く
。

　

ま
っ
た
く
平
凡
な
日
本
人
が
考
え
そ
う
の
な
い

構
想
が
、
海
軍
士
官
の
山
本
五
十
六
に
は
あ
っ
た
。

　

そ
う
いっ
た
山
本
五
十
六
の
特
質
を
見
抜
い
た
日

本
海
軍
の
人
事
局
は
、
山
本
五
十
六
を
軍
縮
会
議

の
随
員
に
選
ん
だ
。
勿
論
、
海
軍
少
佐
か
ら
中
佐

に
か
け
て
、
ア
メ
リ
カ
の
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
に
語
学

留
学
を
し
た
こ
と
も
、
そ
の
基
礎
と
な
っ
た
。
基
礎

と
い
え
ば
山
本
五
十
六
は
旧
長
岡
藩
儒
学
者
の
系

譜
を
持
つ
長
岡
藩
士
髙
野
家
の
六
男
で
あ
っ
た
。

　

寛
政
の
頃
、
髙
野
家
に
余
慶
と
い
う
学
者
が

で
て
、
藩
是
の
常
在
戦
場
の
精
神
の
作
興
に
つ

と
め
た
こ
と
も
、
山
本
五
十
六
の
人
格
形
成
に

大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

随
員
代
表
と
な
る

　

ロ
ン
ド
ン
軍
縮
予
備
交
渉
の
席
で
、
代
表
の
山

本
五
十
六
は
、
唐
突
に
海
軍
軍
備
の
全
廃
を
主

張
す
る
。
そ
れ
は
軍
縮
会
議
そ
の
も
の
を
否
定
す

る
荒
唐
無
稽
な
も
の
と
み
ら
れ
た
が
、
山
本
五
十

六
は
案
外
、
真
面
目
に
主
張
し
た
と
い
う
。

　

山
本
五
十
六
の
嚢
中
に
あ
っ
た
の
は
、
世
界

平
和
で
あ
る
。
侵
略
を
意
図
し
た
戦
略
的
兵

器
の
全
廃
を
企
ん
で
の
発
言
で
あ
っ
た
。

　

当
然
、会
議
は
混
乱
し
、収
拾
が
つ
か
な
く
な
っ

て
し
ま
い
、
結
局
、
昭
和
九
年
の
予
備
交
渉
は
、

あ
ら
た
め
て
開
か
れ
る
こ
と
を
決
め
散
会
し
た
。

　

帰
国
し
た
山
本
五
十
六
を
待
っ
て
い
た
の
は
、
日

本
の
主
権
を
貫
い
た
と
い
う
国
民
の
万
歳
の
歓
迎

だ
っ
た
。
山
本
の
労
を
ね
ぎ
ら
う
各
界
の
代
表
や
、

将
星
に
対
し
て
五
十
六
は
冷
や
や
か
に
対
応
し
た
。

　

翌
年
、
海
軍
大
臣
永
野
修
身
が
、
再
び
ロ
ン
ド

ン
軍
縮
会
議
の
代
表
と
な
っ
て
渡
欧
し
た
際
、
山

本
は
随
員
に
と
懇
望
さ
れ
る
の
を
断
っ
た
。
ま
さ

に
、
軍
縮
会
議
で
は
な
い
戦
争
勃
発
会
議
に
は
加

担
し
た
く
な
い
山
本
五
十
六
の
信
念
だ
っ
た
。

ロ
ン
ド
ン
軍
縮
予
備
交
渉
に
の
ぞ
む

旧
長
岡
藩
の
武
士
た
ら
ん

山
本
五
十
六

齋
藤
博

傑
人
の主

成
分

　

齋
藤
博
の
父
祥
三
郎
、
祖
父

孝
哉
は
長
岡
藩
士
で
あ
っ
た
。
父

は
札
幌
農
学
校
を
卒
業
し
、
外

務
省
の
翻
訳
官
と
な
っ
た
。
齋
藤

も
父
の
影
響
を
う
け
て
、
英
語
を

学
習
し
、
外
務
省
に
入
っ
た
。
そ

こ
に
は
合
理
的
思
考
を
醸
成
し
た

藩
是
の
常
在
戦
場
の
精
神
が
あ
っ

た
と
い
え
よ
う
。

　

第
一
次
世
界
大
戦
後
の
パ
リ
講
和
会
議
で
、

若
手
外
務
省
官
僚
で
あ
っ
た
齋
藤
博
が
、
外
交

交
渉
の
重
要
性
を
説
き
、
外
務
省
情
報
部
の
創

設
に
尽
力
し
て
い
る
。

　

ワ
シ
ン
ト
ン
軍
縮
会
議
で
は
、
齋
藤
博
の
会

議
録
や
流
暢
な
英
会
話
が
、
日
本
全
権
団
の
交

渉
を
大
い
に
助
け
て
い
る
。
以
後
国
際
会
議
が

あ
る
た
び
に
、
ど
の
国
に
赴
任
し
て
い
よ
う
と
、

齋
藤
が
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

こ
の
間
、
持
ち
前
の
社
交
性
を
発
揮
し
て
、

欧
米
の
政
界
や
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
分
野
に
広

く
友
人
を
つ
く
っ
て
い
る
。

語
学
の
名
手

一
躍
国
際
舞
台
へ

シカゴで開催される日米協会の行事に参加するため、
ワシントンD.C.から飛び立つ齋藤大使夫妻。（1935）

昭和４年（1929）12月、ロンドン軍縮会議に向けて、首相官邸で開かれた会議。
左から2人目が山本五十六海軍少将、右から6人目が齋藤博外務省情報部長。
長岡出身の2人が外交交渉にあたった。（『新生日本外交百年史』より）

　

四
十
三
歳
の
と
き
、
三
人
目
の
外
務
省
情
報

部
長
と
な
っ
た
。
昭
和
五
年
の
ロ
ン
ド
ン
軍
縮
会

議
で
は
、
日
本
全
権
団
外
交
部
長
、
若
槻
禮
次

郎
首
席
全
権
の
通
訳
と
し
て
会
議
に
臨
ん
で
い
る
。

　

交
渉
は
難
航
を
き
わ
め
、
精
根
尽
き
果
て
た

若
槻
禮
次
郎
は
、
齋
藤
博
を
連
れ
て
ア
メ
リ
カ

首
席
全
権
ス
テ
ィ
ム
ソ
ン
国
務
長
官
を
訪
ね
た
。

日
米
両
全
権
が
相
対
し
、
忌
憚
な
く
話
し
合
う

な
か
か
ら
、
ひ
と
つ
の
妥
協
案
が
浮
上
す
る
。

　

こ
の
妥
協
案
を
も
っ
て
、
齋
藤
は
イ
ギ
リ
ス
側
と

の
調
整
に
乗
り
出
す
。
交
渉
相
手
は
イ
ギ
リ
ス
首

席
全
権
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
首
相
を
補
佐
す
る
ク
レ
ー

ギ
ー
局
長
。
後
の
駐
日
イ
ギ
リ
ス
大
使
で
あ
る
。

　

齋
藤
ら
の
こ
う
し
た
努
力
に
よ
っ
て
日
本
は
補

助
艦
保
有
率
六.

九
七
五
割
、
目
標
の
七
割
を

ほ
ぼ
確
保
で
き
る
見
通
し
が
立
っ
た
。
と
こ
ろ
が

外
交
工
作
の
稀
才

ロ
ン
ド
ン
軍
縮
会
議
へ

司馬法仁本第一にある「国大なりといえども戦いを好
めば必ず亡ぶ、天下安しといえども戦いを忘るれば必
ず危し」を山本五十六が連合艦隊司令長官に就任し
た直後に揮毫した書。そもそも司馬法仁本は「仁を以
て本となし、義を以て之を治む」とあり、民を愛すれば
戦いをしないものだと説いている。だが、この書を所有
していた元船橋市長の故大橋和夫氏は「忘」を「若し」
とも見えるように書いた山本五十六の心境を思って、
そこには「日米非戦の心」があったとしている。

軍
縮
条
約
に
お
い
て

外
交
交
渉
に
お
い
て

　

ロ
ン
ド
ン
軍
縮
予
備
交
渉
で
の
山
本
五
十
六

代
表
の
外
交
交
渉
は
、
際
立
っ
た
も
の
だ
っ
た
。

当
時
、
圧
倒
的
軍
事
力
を
誇
る
イ
ギ
リ
ス
と
ア

メ
リ
カ
は
、
日
本
海
軍
の
軍
艦
保
有
率
を
下
げ

よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
大
国
の
論

理
に
敢
然
と
立
ち
向
か
っ
た
の
だ
。

　

会
議
は
原
則
と
し
て
、
日
英
、
英
米
、
米
日

と
い
う
ふ
う
に
二
国
間
交
渉
で
す
す
め
ら
れ
た
。

日
本
側
は
山
本
五
十
六
と
松
平
恒
雄
駐
英
大

使
、
イ
ギ
リ
ス
側
は
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
首
相
、
サ
イ

モ
ン
外
相
、
モ
ン
セ
ル
海
相
、
チ
ャ
ッ
ト
フ
ィ
ー
ル

ド
軍
令
部
長
、
ク
レ
ー
ギ
ー
外
務
参
事
官
な
ど
。

ア
メ
リ
カ
側
は
ノ
ー
マ
ン
・
デ
ヴ
ィ
ス
大
使
と
ス
タ
ッ

ド
レ
ー
軍
令
部
長
な
ど
で
あ
っ
た
。
山
本

五
十
六
は
始
め
少
将
で
あ
っ
た
が
、
会
議
の
途

中
に
中
将
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
各
国
代
表

に
比
べ
る
と
地
位
は
低
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
五
十
六
は
持
ち
前
の
英
語
知
識
を
秘

し
て
問
題
を
直
視
、
直
言
し
、
理
知
的
に
説
明
し

た
の
で
、
各
国
代
表
に
好
感
を
持
た
れ
た
と
い
う
。

　

日
本
政
府
の
思
惑
は
、
軍
縮
条
約
の
撤
廃
と

い
う
結
果
が
で
て
も
構
わ
な
い
と
い
う
訓
令
を
、

山
本
五
十
六
に
伝
え
て
い
た
と
い
う
。

　

と
こ
ろ
が
、
山
本
は
兵
力
の
共
通
最
大
限
度
規

定
や
主
力
艦
全
廃
、
航
空
母
艦
全
廃
な
ど
を
提

案
し
て
い
る
。
ま
た
、
潜
水
艦
な
ど
も
攻
撃
兵
器

に
分
類
し
た
り
、
航
空
機
の
発
達
も
問
題
に
し
た

り
し
、
ア
メ
リ
カ
側
を
抑
え
に
か
か
っ
た
。
ア
メ
リ

カ
は
日
本
が
無
条
約
を
の
ぞ
む
な
ら
か
ま
わ
な
い
と

考
え
た
。
と
こ
ろ
が
、
イ
ギ
リ
ス
は
ア
メ
リ
カ
の
海

軍
力
が
強
大
に
な
る
こ
と
を
望
ん
で
い
な
か
っ
た
。

　

交
渉
は
虚
々
実
々
の
駆
け
引
き
が
あ
り
、
イ
ギ

リ
ス
の
新
聞
は
五
十
六
を
「
鋼
鉄
の
笑
（
え
み
）」

と
評
し
た
と
あ
る
。

ロンドン軍縮予備交渉海軍代表として、
ロンドン到着時の山本五十六

昭和９年（1934）、日本滞在中に、お盆に
あわせて長岡をおとずれた齋藤大使。

海
軍
の
随
員
が
こ
れ
に
鋭
く
反
論
す
る
。
わ
け

て
も
山
本
五
十
六
、
山
口
多
聞
の
二
人
が
激
し

く
反
対
し
て
い
る
。

　

日
本
全
権
内
で
の
対
立
は
残
っ
た
が
、
若
槻
首

席
全
権
が
日
本
政
府
の
裁
可
を
得
て
調
印
に
踏
み

切
っ
た
。
後
に
こ
れ
が
禍
根
を
残
す
こ
と
に
な
る
。

の
う
ち
ゅ
う

よ
け
い

き
た
ん

お
さ
み

つ

こ
う
と
う
む
け
い
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山
本
五
十
六
の

　

  
三
国
同
盟
反
対

ア
メ
リ
カ
人
よ
り
ア
メ
リ
カ
を
知
る

と
言
わ
れ
た
男 

齋
藤
博

真
珠
湾
攻
撃
の
四
年
前
に
、

あ
わ
や
日
米
開
戦
？

パ
ネ
ー
号
事
件

非
戦
の
原
点

　

昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
二
月
、
駐
米
特
命

全
権
大
使
と
し
て
ワ
シ
ン
ト
ン
に
赴
く
齋
藤
博
の

胸
中
に
は
秘
策
が
あ
っ
た
。
海
軍
大
国
で
あ
る

日
米
二
国
間
で
太
平
洋
に
一
線
を
画
し
、
西
は

日
本
の
、
東
は
ア
メ
リ
カ
の
優
位
を
認
め
る
こ
と

で
広
大
な
海
域
の
平
和
を
維
持
す
る
日
米
不
可

侵
条
約
（
日
米
同
盟
）
で
あ
る
。

　

昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
の
満
州
事
変
以
来
、

中
国
大
陸
の
権
益
を
め
ぐ
っ
て
、
日
米
関
係
は

悪
化
の
き
ざ
し
を
見
せ
て
い
た
。

　

齋
藤
は
、
着
任
早
々
大
胆
な
行
動
に
打
っ
て

出
る
。
ア
メ
リ
カ
国
務
省
の
外
交
ル
ー
ト
を
跳
び

越
し
、
昼
夜
公
私
の
機
会
を
と
ら
え
、
か
ね
て

懇
意
の
ハ
ル
国
務
長
官
や
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領

と
、
非
公
式
の
会
談
を
重
ね
る
。
率
直
、
自
由

な
会
談
で
、
米
国
ト
ッ
プ
の
腹
の
な
か
を
探
ろ
う

と
い
う
の
で
あ
る
。
日
本
で
は
、
山
本
五
十
六

を
は
じ
め
海
軍
の
条
約
派
が
、
こ
の
同
盟
案
を

強
く
支
持
し
て
い
た
。

　

齋
藤
苦
心
の
日
米
交
渉
が
ほ
ぼ
ま
と
ま
り
、

幻
の
日
米
不
可
侵
条
約

ア
メ
リ
カ
人
の
心
を
つ
か
み

日
本
人
の
未
来
を
救
う
た
め
に

　

駐
米
代
理
大
使
と
し
て
、
ワ
シ
ン
ト
ン
に
赴
任

し
た
こ
ろ
、
満
州
事
変
な
ど
が
始
ま
っ
て
、
日
米

関
係
は
険
悪
と
な
っ
て
い
た
。
齋
藤
は
満
州
事
変

は
突
発
事
故
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
国
務
省
か
ら
理

解
し
て
も
ら
っ
た
が
、
日
本
軍
が
奉
天
に
入
城
し
、

昭
和
七
年
一
月
に
上
海
事
変
、
次
い
で
満
州
国
が

建
国
宣
言
を
す
る
と
、
駐
米
大
使
と
な
っ
て
い
た

齋
藤
博
の
立
場
は
あ
や
う
く
な
っ
た
。
そ
こ
で
齋

藤
博
は
、『
日
本
の
政
策
と
目
的
』
と
題
す
る
図

平
和
交
渉
の
努
力

齋
藤
以
後
に
齋
藤
な
し

　

山
本
五
十
六
が
生
ま
れ
た
旧
長
岡
藩
士
髙
野

家
は
禄
高
百
二
十
石
の
侍
の
家
で
あ
っ
た
。
儒

学
者
の
家
系
で
あ
る
。
同
時
に
槍
術
師
範
も
し
、

兵
学
書
の
著
述
を
先
祖
の
髙
野
栄
軒
、
余
慶
が

行
っ
て
い
る
。

　

そ
れ
に
寛
政
の
頃
（
一
七
八
九
〜
一
八
〇
一
）、

家
老
山
本
老
迂
齊
と
と
も
に
、
藩
風
の
「
常
在

戦
場
の
精
神
」
の
作
興
に
つ
と
め
て
い
る
。
そ
の

武
士
の
家
の
子
は
武
士
に
な
る

親
友
、堀
悌
吉
が

「
こ
の
人
去
っ
て
、再
び
こ
の
人
な
し
」

髙
野
家
の
血
統
を
引
く
五
十
六
が
、
長
岡
藩
中

興
の
名
宰
相
山
本
家
（
千
三
百
石
）
の
名
跡
を

嗣
い
だ
こ
と
は
、
海
軍
次
官
就
任
（
一
九
三
六

〜
一
九
三
九
）
と
と
も
に
大
き
な
意
味
を
持
つ

こ
と
に
な
る
。

　

先
祖
の
髙
野
余
慶
は
常
在
戦
場
の
精
神
を
、

孫
子
の
兵
法
に
い
う
「
百
戦
百
勝
は
善
な
る
も

の
に
あ
ら
ず
、
戦
わ
ず
し
て
、
人
の
兵
を
屈
す

る
は
、
善
の
善
な
る
も
の
な
り
」
に
変
え
た
。

　

山
本
五
十
六
海
軍

次
官
が
、
三
国
軍
事

同
盟（
日
本
、ド
イ
ツ
、

イ
タ
リ
ア
）
の
締
結

に
反
対
し
た
理
由
は
、

当
時
の
外
交
、
政
治

問
題
で
あ
る
日
中
戦

争
や
、
欧
州
に
戦
乱

が
起
り
そ
う
な
気

配
、
日
本
の
経
済
の

自
立
等
を
考
え
て
の

も
の
だ
っ
た
。
そ
こ
に

　

真
珠
湾
攻
撃
の
四
年
前
、
昭
和
十
二
年
（
一

九
三
七
）
十
二
月
十
二
日
、
中
国
の
南
京
付

近
で
、
揚
子
江
上
の
ア
メ
リ
カ
海
軍
砲
艦
パ

ネ
ー
号
を
日
本
海
軍
機
が
爆
撃
、
沈
没
さ
せ

た
事
件
を
パ
ネ
ー
号
事
件
と
呼
ぶ
。

　

日
中
戦
争
の
さ
な
か
当
時
の
首
都
南
京
を

陥
落
さ
せ
る
前
日
に
起
き
た
こ
の
攻
撃
は
、

揚
子
江
伝
い
に
重
慶
に
敗
走
す
る
中
国
船
を

日
本
陸
軍
か
ら
の
要
請
で
出
撃
し
た
日
本
海

軍
航
空
部
隊
が
、
同
行
し
て
い
た
パ
ネ
ー
号

な
ど
数
隻
の
ア
メ
リ
カ
船
舶
を
攻
撃
し
た
も

の
だ
。

　

こ
れ
が
日
本
軍
の
意
図
的
な
も
の
な
の
か

日
本
と
ア
メ
リ
カ
と
の
間
で
主
張
が
分
か
れ
、

ニ
ュ
ー
ス
が
報
道
さ
れ
る
と
ア
メ
リ
カ
国
民

の
対
日
世
論
は
当
然
に
悪
化
し
た
。

　

こ
の
重
大
事
件
の
発
生
を
知
っ
た
齋
藤
博

駐
米
大
使
は
、
広
田
弘
毅
外
務
大
臣
か
ら
の

訓
令
を
待
た
ず
に
、
自
ら
の
判
断
と
責
任
で

ア
メ
リ
カ
の
ラ
ジ
オ
放
送
を
買
取
り
、
三
分

五
二
秒
に
わ
た
り
日
本
側
の
重
大
な
失
策
で

あ
っ
た
と
、
沸
き
立
つ
ア
メ
リ
カ
国
民
に
対

し
深
く
陳
謝
し
た
の
だ
。
放
送
の
な
か
で
は

石
川
啄
木
の
「
働
け
ど
働
け
ど
な
お
我
が
く

ら
し
楽
に
な
ら
ざ
り
、
じ
っ
と
手
を
見
る
」

と
い
う
短
歌
を
引
用
し
て
、
日
本
の
貧
し
さ

と
不
慮
の
事
件
へ
の
理
解
を
米
国
全
土
に
向

山本五十六と堀悌吉。同じ海軍兵学校第32期。

は
、
か
つ
て
幕
藩
時
代
に
、
小
藩
の
長
岡
藩
が
大

藩
と
戦
っ
た
苦
難
の
体
験
が
あ
っ
た
の
だ
。

　

山
本
五
十
六
は
と
も
に
三
国
同
盟
の
反
対
を

主
張
し
た
海
軍
大
臣
の
米
内
光
政
や
軍
務
局
長

の
井
上
成
美
な
ど
に
比
べ
る
と
、
い
か
に
も
古
武

士
的
風
貌
を
持
っ
て
い
る
。
同
じ
反
対
者
で
あ
る

が
、
何
故
か
土
臭
い
の
で
あ
る
。

　

そ
の
土
臭
さ
は
、
律
義
で
弱
き
者
を
慈
し
む

愛
情
に
あ
っ
た
。
領
民（
兵
）を
失
う
こ
と
を
嫌
っ

た
長
岡
武
士
の
気
概
に
あ
っ
た
の
だ
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
山
本
五
十
六
は
外
交
に
平
和

の
望
み
を
託
し
た
の
で
あ
る
。

　

太
平
洋
戦
争
の
戦
機
が
高
ま
っ
た
昭
和
十
六
年

（
一
九
四
一
）
十
一
月
十
三
日
、
山
口
県
岩
国
で

軍
関
係
者
の
打
ち
合
わ
せ
が
行
わ
れ
た
が
、
連
合

艦
隊
司
令
長
官
の
山
本
五
十
六
は
、
会
合
が
終

わ
る
と
海
軍
幹
部
を
集
め
、「
対
米
交
渉
が
成
立

し
た
ら
、
出
動
部
隊
の
引
揚
げ
」
を
命
じ
て
い
る
。

　

そ
の
際
、
引
揚
げ
の
異
論
を
と
な
え
た
者
に

対
し
「
百
年
兵
を
養
う
は
、
国
家
の
平
和
を
守

護
せ
ん
が
為
め
で
あ
る
」
と
一
喝
し
た
と
い
う
。

書
を
刊
行
。
追
い
つ
め
ら
れ
た
日
本
の
実
情
を
訴

え
た
。
し
か
し
、
こ
の
書
は
、
ア
メ
リ
カ
国
民
の

反
日
感
情
を
か
え
る
こ
と
に
は
役
立
た
な
か
っ
た
。

　

そ
ん
な
な
か
で
、
パ
ネ
ー
号
事
件
が
起
き
た
。

日
本
と
ア
メ
リ
カ
の
間
で
齋
藤
大
使
は
苦
悩
し
、

や
が
て
病
い
と
な
っ
た
。

　

駐
米
大
使
を
辞
し
た
の
ち
も
、
交
渉
の
た
め

に
ア
メ
リ
カ
滞
在
を
続
け
た
。
日
米
開
戦
の
回
避

を
画
策
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
や
が
て
近
衛
文
麿

首
相
の
と
き
、
病
床
に
近
衛
か
ら
電
話
が
入
っ
た
。

　
「
病
床
の
上
に
起
き
あ
が
っ
て
、
近
衛
の
外
務
大

臣
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
の
懇
請
を
断
っ
た
の
で
あ
る
。

　

通
話
が
終
わ
っ
た
受
話
器
を
妻
の
美
代
子
に

渡
し
て
、「
じ
っ
と
下
を
向
い
て
い
た
齋
藤
の
眼
か

ら
、
ぽ
ろ
ぽ
ろ
と
涙
が
流
れ
て
い
た
」
と
い
う
。

健
康
な
ら
、
日
米
開
戦
を
回
避
で
き
る
外
交
交

渉
を
や
り
遂
げ
る
自
信
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
二
月
二
十
六
日
、

齋
藤
博
は
滞
在
先
の
ホ
テ
ル
で
没
し
た
。
ア
メ
リ

カ
国
民
は
齋
藤
博
の
死
を
悼
み
、
巡
洋
艦
ア
ス

ト
リ
ア
号
で
、
そ
の
遺
骨
を
日
本
へ
送
っ
た
。
海

軍
次
官
の
山
本
五
十
六
は
、
出
迎
え
の
た
め
に

横
浜
埠
頭
に
立
っ
て
出
迎
え
て
い
る
。

　

同
年
三
月
三
日
の
貴
族
院
予
算
委
員
会
で
、

議
員
の
関
屋
貞
三
郎
は
、「
齋
藤
君
が
病
躯
を

さ
さ
げ
て
日
米
関
係
の
平
和
外
交
の
た
め
に
尽

力
を
し
て
く
れ
た
こ
と
に
満
腔
の
謝
意
を
表
す

と
と
も
に
、
将
来
、
大
使
公
使
と
な
る
外
務
省

職
員
は
、
齋
藤
博
君
を
忘
れ
な
い
で
欲
し
い
」

と
演
説
し
て
い
る
。

け
て
流
暢
な
英
語
で
語
り
か
け
る
よ
う
に
訴

え
た
。

　

ま
た
、
山
本
五
十
六
海
軍
次
官
は
、
日
米

両
軍
の
間
で
パ
ネ
ー
号
が
ア
メ
リ
カ
国
旗
を

甲
板
に
掲
げ
て
い
た
の
か
、
い
な
か
っ
た
の
か
を
議

論
し
て
い
る
な
か
で
「
何
れ
に
せ
よ
日
本
側
の
誤

り
に
よ
っ
て
事
件
は
起
き
た
の
だ
」
と
し
て
、
た

だ
ち
に
海
軍
と
し
て
ア
メ
リ
カ
側
に
対
し
て
陳

謝
を
行
い
事
な
き
を
得
た
。

　

あ
わ
や
日
米
開
戦
か
と
思
わ
れ
た
事
件
を
、

二
人
の
長
岡
人
の
伝
統
の
「
ネ
バ
リ
」
で
戦
争

を
未
然
に
防
い
だ
。

　

昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
四
月
十
八
日
、

ブ
ー
ゲ
ン
ビ
ル
島
で
戦
死
。
同
年
六
月
五
日
、

国
葬
の
の
ち
遺
骨
の
一
部
が
郷
里
長
岡
に
帰
還
。

長
岡
市
民
は
駅
頭
い
た
る
と
こ
ろ
の
町
の
通
り
に

出
迎
え
て
、
長
岡
の
英
雄
の
死
を
悼
ん
だ
。

日本大使館職員とともに。（1936）

アメリカ海軍砲艦パネー号

批
准
す
べ
き

条
約
の
案
文

が
ワ
シ
ン
ト
ン

か
ら
東
京
に
暗

号
で
打
電
さ
れ
る
。
喜
び
に
沸
く
駐
米
日
本
大

使
館
に
よ
う
や
く
返
電
が
届
く
。「
同
盟
は
、
時

期
尚
早
」、
外
務
大
臣
広
田
弘
毅
か
ら
の
訓
令
で

あ
っ
た
。
陸
軍
の
反
対
が
そ
の
背
景
に
あ
っ
た
。

　

齋
藤
の
積
み
重
ね
た
交
渉
の
成
果
が
、
こ
の

訓
電
一
本
に
よ
っ
て
水
泡
に
帰
し
て
い
く
。

ろ
う
う
さ
い

ふ
と
う
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長
岡
藩
が
三
百
年
か
け
て

創
り
だ
し
た
男
た
ち

父祥三郎を囲んで
明治38年（1905）1月　東京九段で撮影。左から長女珪子(たまこ)、
三男臻(いたる)、祖父孝哉、四男信(まこと)、二男博、二女悦子、母鶴子。

ポトマック川に隣接する入江、タイダルベイスンの岸を散策する齋藤大
使と家族。奥はワシントン記念塔。(1934)写真の翌年から、入江の周辺
が全米桜祭りの会場となっている。

３か月の日本滞在後、ワシントンD.C.に向かう齋藤大使一家。「秩父丸」
で太平洋を渡りサンフランシスコ港に到着時。（1934）左から二女正子、
大使、長女祥子（さきこ）、美代子夫人。

水島爾保布画「加治川の桜」

山本五十六は母校阪之上小学校、長岡中学校で講演「あなた方の本
務である学問を静かで平らかなのびのびした心を持って（日本の）将来
の発展の基礎をつくっていただきたい」と述べた。

昭和９年（1934）８月、齋藤
大使が東神田の妙喜庵（妙
喜寺）を訪ねたときの揮毫

世
界
平
和
是
大
猷

栖
々
振
鐸
与
誰
謀

群
鴨
争
肉
徒
喧
噪

孤
鶴
高
翔
何
処
求

水島爾保布画

　

予
備
交
渉
決
裂
後
、
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）

二
月
、
日
本
に
帰
国
し
た
山
本
五
十
六
に
待
っ
て
い

た
の
は
、
閑
職
で
あ
っ
た
。
軍
令
部
出
仕
、
海
軍

省
出
仕
と
い
う
曖
昧
な
閑
職
は
、
山
本
五
十
六
の

胸
中
に
日
本
の
将
来
を
考
え
る
余
裕
を
与
え
た
。

　

山
本
五
十
六
は
憮
然
と
し
て
い
た
。
交
渉
で

無
茶
な
提
案
の
説
明
を
さ
せ
ら
れ
た
う
え
、
東

京
で
は
軍
縮
条
約
推
進
派
が
次
々
と
海
軍
を
追

わ
れ
て
い
た
。
海
軍
兵
学
校
同
期
の
盟
友
、
堀

悌
吉
軍
務
局
長
ま
で
も
予
備
役
に
編
入
さ
れ
て

い
た
。
退
役
軍
人
の
扱
い
で
あ
る
。
山
本
は
堀
に

宛
て
た
私
信
で
心
情
を
吐
露
し
て
い
る
。「
海
軍

の
前
途
は
真
に
寒
心
の
至
り
な
り
」「
身
を
殺

し
て
も
海
軍
の
為
な
ど
と
い
う
意
気
込
は
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
。

　

帝
国
全
権
代
表
の
肩
書
を
き
れ
い
に
脱
ぎ
捨
て

た
山
本
五
十
六
は
、
子
ど
も
の
よ
う
に
郷
里
の
桜

を
楽
し
ん
だ
。
こ
の
こ
ろ
、
海
軍
を
や
め
て
故
郷
に

帰
り
、一
市
民
に
な
ろ
う
と
真
剣
に
考
え
た
と
い
う
。

同
年
四
月
二
十
日
、
山
本
五
十
六
は
加
治
川
を

舟
で
下
る
。
両
岸
の
満
開
の
桜
の
間
で
舟
の
へ
さ

き
で
逆
立
ち
を
し
て
み
せ
た
絵
が
残
っ
て
い
る
。

満
開
の
桜
の
も
と
で
逆
立
ち

郷
里
長
岡
で
再
起
を
誓
う

　

昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
八
月
、
齋
藤
が
ひ

と
り
長
岡
駅
に
降
り
立
つ
。
旧
友
反
町
茂
作
の

邸
ま
で
歩
く
。
町
の
そ
こ
こ
こ
に
懐
か
し
い
思
い

出
が
残
る
。
毎
夏
の
遊
び
仲
間
と
な
っ
た
東
神

田
の
子
ど
も
た
ち
。
釣
道
楽
の
祖
父
に
つ
い
て

行
っ
た
川
西
在
や
八
町
沖
で
の
雑
魚
獲
り
の
こ

と
。
学
習
院
高
等
科
の
夏
休
み
、
長
岡
中
学
校

か
ら
せ
が
ま
れ
野
球
部
の
コ
ー
チ
を
引
き
受
け
た

こ
と
。
長
中
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
も
う
一
人
の
コ
ー

チ
、
髙
野
五
十
六
と
出
会
っ
た
こ
と
。

　

旧
友
と
の
再
会
と
歓
待
、
軍
縮
や
外
交
問
題

趣
味
人
齋
藤
博
の
ル
ー
ツ

　

新
潟
県
人
会
主
催
の
大
使
帰
国
歓
迎
会
で
、

齋
藤
博
が
自
ら
の
幼
年
期
を
回
想
し
て
い
る
。

　
「
僕
の
胸
に
、
郷
里
長
岡
を
夢
寐
の
間
に
も
忘

れ
得
ぬ
よ
う
や
き
つ
け
て
く
れ
た
の
は
祖
父
さ
ん

で
し
た
。
こ
れ
に
は
感
謝
し
て
い
ま
す
。
祖
父
さ

ん
は
大
の
釣
道
楽
で
、
長
岡
の
川
西
在
の
小
川
や
、

上
組
や
八
町
沖
あ
た
り
の
鯉
や
鮒
の
魅
力
に
ひ
か

さ
れ
て
、
東
京
に
住
む
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
も
毎

年
の
よ
う
に
お
国
帰
り
を
し
ま
し
た
。
僕
は
い
つ

も
祖
父
さ
ん
に
伴
わ
れ
て
長
岡
に
帰
り
、
雑
魚
獲

り
に
駆
け
回
り
ま
し
た
」

　

齋
藤
の
祖
父
孝
哉
は
、
河
井
継
之
助
の
指
揮

下
で
戊
辰
戦
争
を
戦
っ
た
長
岡
藩
士
で
あ
る
。
齋

藤
の
最
初
の
長
岡
帰
り
は
、
三
歳
の
夏
。
達
者

で
あ
っ
た
こ
の
祖
父
に
背
負
わ
れ
て
、
三
国
峠
を

越
え
た
と
い
う
。

五
十
六
を
蘇
ら
せ
た
郷
里
長
岡

　

ロ
ン
ド
ン
軍
縮
会
議
予
備
交
渉
か
ら
帰
国
し
た

山
本
は
久
し
振
り
に
帰
郷
し
、
恩
師
や
旧
友
と

の
再
会
。
一
万
人
の
聴
衆
を
集
め
た
平
潟
神
社

境
内
で
の
講
演
会
。
テ
ー
マ
は
「
平
和
と
軍
縮
」。

請
わ
れ
て
出
席
し
た
青
年
会
の
会
合
で
は
、
若

者
た
ち
を
相
手
に
夜
遅
く
ま
で
議
論
を
重
ね
た
。

郷
里
の
人
び
と
の
友
情
が
山
本
を
包
ん
で
い
た
。

　

こ
の
年
の
七
月
、
長
岡
中
学
校
で
同
級
だ
っ

も
の
の
ふ
の
道

　

長
岡
市
悠
久
山
に
あ
る
曹
洞
宗
寺
院
の
堅
正

寺
の
住
職
橋
本
禅
巖
和
尚
が
、
山
本
五
十
六
に

つ
い
て
語
っ
て
い
る
。「
突
然
、
ひ
ょ
い
と
あ
ん
な
人

物
が
出
て
来
る
も
の
じ
ゃ
な
い
。
長
岡
藩
が
三
百

年
か
か
っ
て
、最
後
に
作
り
出
し
た
人
間
だ
ろ
う
」。

「
あ
る
意
味
で
は
正
体
の
つ
か
め
な
い
、
質
実
剛
健
、

愛
想
無
し
で
底
の
知
れ
な
い
と
い
う
長
岡
人
の
典

型
の
よ
う
な
男
」
だ
と
評
し
て
い
る
。
長
岡
藩
三

に
つ
い
て
の
記
者
取
材
、
市
民
講
演
会
で
の
時
局

演
説
。
多
忙
な
中
、
祖
父
の
屋
敷
が
あ
っ
た
東

神
田
の
妙
喜
庵
（
現
妙
喜
寺
）
を
訪
ね
た
齋
藤

が
、
見
事
な
揮
毫
を
残
し
て
い
る
。

　
「
世
界
平
和
は
大
き
な
は
か
り
事
。
あ
た
ふ
た

呼
び
か
け
誰
と
謀
る
。
鴨
の
群
れ
が
肉
を
争
い
大

騒
ぎ
。
鶴
一
羽
高
く
翔
ぶ
何
処
求
め
て
」

　

日
米
不
可
侵
条
約
の
旗
を
高
く
掲
げ
な
が
ら
、

外交で戦争回避に導く。そこに
みる常在戦場の精神

昭和10年4月、山本五十六は
友人の反町栄一のために「常在
戦場」を揮毫する。

　
「
僕
が
、
外
国
勤
め
の
閑
暇
を
ぬ
す
ん
で
竿
を

か
つ
ぎ
出
す
と
い
う
の
も
、
孫
を
背
に
東
京
か
ら

長
岡
に
や
っ
て
き
た
祖
父
さ
ん
の
、
釣
道
楽
の
血

を
汲
ん
で
い
る
か
ら
で
し
ょ
う
ね
」

理
解
者
も
な
く
天
空
を
飛
翔
す
る
。
自
ら
の
挫

折
と
失
意
を
、
人
知
れ
ず
一
編
の
詩
に
詠
い
込
み
、

齋
藤
が
外
交
官
と
し
て
の
再
起
を
誓
っ
て
い
る
。

　

九
月
、
東
京
に
戻
っ
た
齋
藤
は
、
ロ
ン
ド
ン
で

の
予
備
交
渉
に
臨
む
山
本
の
激
励
会
に
招
か
れ

る
。
す
で
に
政
府
は
、
十
年
あ
ま
り
、
太
平
洋

の
平
和
を
維
持
し
た
ワ
シ
ン
ト
ン
条
約
の
廃
棄

を
決
定
し
て
い
た
。　

百
年
の
歴
史
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
山
本
五
十
六

と
い
う
人
物
を
創
り
出
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

た
駒
形
宇
太
七
が
急
逝
す
る
。
海
軍
兵
学
校
入

り
の
決
意
を
固
め
る
少
年
五
十
六
の
背
中
を

「
俺
は
生
涯
君
を
応
援
す
る
」
と
い
っ
て
押
し
て

く
れ
た
親
友
で
あ
る
。
こ
の
と
き
、
堀
悌
吉
が

山
本
を
訪
ね
、
説
得
を
繰
り
返
し
て
い
る
。「
お

前
ま
で
海
軍
を
辞
め
た
ら
こ
の
国
は
ど
う
な
る
」

　

十
二
月
、
盟
友
と
郷
里
の
人
び
と
の
篤
い
思

い
に
ふ
れ
た
山
本
は
海
軍
航
空
本
部
に
戻
り
本

部
長
と
な
る
。

甲
戊
盛
夏 

博 (

花
押)

む

び

か
ん
か

き
ご
う

じ

い

や
し
き

ぜ
ん
が
ん
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ホワイトハウスで行われた
外交レセプションなど、公
の重大な儀式の際に齋藤
大使が着用した大礼服

　

牧
野
家
の
祖
先
が
田
口
姓
を
名
乗
っ
て
い
た
時

代
、『
源
平
盛
衰
記
』
巻
二
十
三
に
は
田
口
家

二
十
七
代
重
能
が
源
義
経
に
味
方
し
、
義
経

軍
を
勝
利
に
導
い
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

前
号
で
も
触
れ
た
が
、四
国
の
制
海
権
を
握
っ
て

い
た
重
能
親
子
は
当
時
平
氏
一
門
に
仕
え
て
い
た
。

し
か
し
、嫡
子
教
能
が
義
経
の
家
来
伊
勢
三
郎
義

盛
の
計
略
に
よ
って
捕
虜
と
な
っ
た
の
で
、父
重
能
は

四
国
水
軍
を
率
い
て
義
経
側
に
就
い
た
と
さ
れ
る
。

　

源
氏
方
を
勝
利
に
導
い
た
「
返
り
忠
」
で
あ
っ
た

た
め
、
合
戦
後
重
能
親
子
は
捕
虜
と
な
り
鎌
倉
に

送
ら
れ
、
田
口
一
族
は
一
部
を
除
き
全
国
に
散
っ
た
。

　

そ
の
後
、応
永
年
間
（
一
三
九
四
〜
一
四
二
八
）

に
室
町
幕
府
四
代
将
軍
足
利
義
持
の
命
に
よ
り

地
頭
と
な
っ
た
田
口
伝
蔵
左
衛
門
成
富
が
三
河
国

宝
飯
郡
中
条
郷
牧
野
村
（
現
在
の
豊
川
市
牧
野

町
）
に
移
住
し
て
牧
野
姓
に
改
め
、
牧
野
城
を

築
い
た
。
そ
し
て
瀬
木
城
、
今
橋
城
（
現
在
の

吉
田
城
）、
牛
久
保
城
を
築
き
城
主
と
な
っ
た
。

　

牛
久
保
城
以
外
の
城
は
現
在
も
そ
の
一
部
、

土
塁
な
ど
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。

牧
野
家
の
歴
史

　

何
年
か
前
、
当
時
住
ん
で
い
た
逗
子
か
ら
東

山
の
麓
に
あ
る
古
刹
、
曹
洞
宗
金
城
山
洞
照

寺
に
お
参
り
し
た
こ
と
が
あ
り
、
長
岡
に
転
居

現
代
に
生
き
る
牧
野
フ
ァ
ミ
リ
ー

互
尊
の
森
に
た
た
ず
む
知
恵
の
蔵

洞照寺の山門にて

　

長
岡
駅
東
口
を
北
へ
歩
く
と
突
如
現
れ
る
ミ
ス

テ
リ
ア
ス
な
空
間
。
日
本
互
尊
社
と
刻
ま
れ
た
石

碑
が
立
つ
、
入
口
か
ら
中
へ
と
広
が
る
時
が
止
ま
っ

た
よ
う
な
静
寂
の
森
。
如
是
蔵
博
物
館
は
、
日

本
互
尊
社
付
設
の
博
物
館
と
し
て
昭
和
十
四
年

（
一
九
三
九
）
に
開
館
し
た
。
如
是
蔵
と
は
仏
教

で
知
恵
の
蔵
を
意
味
す
る
。

　

日
本
互
尊
社
は
、
野
本
互
尊
翁
が
全
財
産
を

あ
げ
て
互
尊
思
想
を
広
め
る
た
め
に
設
立
し
た
。

「
独
尊
は
互
尊
と
知
れ
、
互
尊
は
独
尊
と
覚
れ
」

（
人
間
は
お
互
い
に
博
愛
を
持
っ
て
自
主
独
立
す
べ

　

如
是
蔵
博
物
館
の
所
在
地
は
、
戦
後
区
画
整

理
さ
れ
る
ま
で
は
観
光
院
町
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

牧
野
家
の
祈
願
所
観
光
院
が
あ
っ
た
こ
と
が
由

来
で
あ
る
。

長
岡
か
ら
世
界
平
和
を
考
え
る

山
本
元
帥
胸
像
の
ゆ
く
え

人
間
・
山
本
五
十
六
を
伝
え
る

山
本
記
念
公
園

山
本
五
十
六
記
念
館

　

昭
和
三
十
三
年
（
一
九
五
八
）
一
月
、
戦
後

解
散
し
て
い
た
山
本
元
帥
景
仰
会
が
再
発
足
し

た
。
そ
の
目
的
は
山
本
記
念
公
園
の
整
備
、
生

家
の
復
元
と
山
本
元
帥
胸
像
の
建
立
で
あ
っ
た
。

霞
ヶ
浦
航
空
隊
の
山
本
元
帥
立
像
は
、
終
戦
後
、

胸
部
か
ら
分
断
さ
れ
霞
ヶ
浦
湖
底
に
沈
め
ら
れ

た
。
そ
の
後
、
引
き
上
げ
ら
れ
た
胸
像
は
長
岡

に
運
ば
れ
、
同
年
十
一
月
三
日
に
開
園
し
た
山

本
記
念
公
園
に
設
置
さ
れ
た
。
し
ば
ら
く
し
て
、

胸
像
は
風
雪
に
耐
え
る
た
め
ブ
ロ
ン
ズ
に
鋳
直
さ

れ
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
実
物
は
昭
和
四
十
五

年
（
一
九
七
〇
）
八
月
、
海
軍
の
聖
地
江
田
島

の
教
育
参
考
館
に
寄
贈
さ
れ
た
。

　

昭
和
五
十
九
年
（
一
九
八
四
）
一
月
、
景
仰

会
は
「
山
本
長
官
機
」
持
ち
帰
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
立
ち
上
げ
、
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
国
へ
「
山
本

山
本
長
官
搭
乗
機「
翼
」を
長
岡
へ

山本元帥胸像

海軍一式陸上攻撃機左翼部分

日本互尊社は野本互尊翁が全財産をあげて互尊思想を広めるため設
立した。その一隅に如是蔵博物館がある。ミステリアスな空間が突如と
あらわれる不思議な体験ができる。

山本五十六の開館の祝辞
当時海軍次官だった山本五十六は
開館式に出席できず、祝辞を送付
している。

如是蔵博物館内2階の
山本五十六紹介コーナー
（3階には齋藤博の資料
展示）

開館時間／ AM10:00 ～ PM4:00
休館日／毎週月曜日・年末年始
所在地／長岡市福住 1-3-8
電話／ 0258-32-1489
入館料／ 200円（団体割引あり）
　　　　  小・中学生・高校生 100円

開館時間／ AM10:00 ～ PM5:00
休館日／年末年始
所在地／長岡市呉服町 1-4-1
電話／ 0258-37-8001
入館料／ 500円（団体割引あり）
　　　　  小・中学生 200円

山本五十六記念館如是蔵博物館

互
尊
独
尊
の
精
神
を
伝
え
る

如
是
蔵
博
物
館

し
た
秋
、
家
内
と
共
に
再
度
訪
れ
た
。

　

こ
の
お
寺
の
建
物
は
九
代
長
岡
藩
主
牧
野

忠
精
の
代
に
建
立
さ
れ
た
。
本
堂
の
内
側
上
部

の
板
壁
に
は
長
岡
城
を
望
む
風
景
が
描
か
れ
て

い
る
。殿
様
の
座
所
は
一
段
高
い
上
段
の
間
に
な
っ

て
お
り
、
東
山
の
借
景
を
取
り
入
れ
た
お
庭
が

一
望
で
き
る
。
静
か
な
庭
の
池
に
張
り
出
し
た

木
の
枝
先
に
赤
ト
ン
ボ
が
羽
を
休
め
て
い
た
。

　

東
山
山
麓
に
は
所
々

古
刹
が
点
在
し
、
歴
代

藩
主
が
領
内
の
視
察
や

遠
乗
り
の
折
に
立
ち

寄
っ
た
場
所
が
あ
る
の

で
、
時
間
を
見
つ
け
て

他
の
寺
社
仏
閣
も
訪
ね

て
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

し
）
と
い
う
互
尊
思
想
は
、
越
後
長
岡
藩
の
教

え
と
と
も
に
、
高
い
精
神
文
化
と
郷
土
愛
を
育

み
、
広
い
世
界
で
活
躍
す
る
人
物
を
輩
出
し
た
。

　

博
物
館
に
は
、
互
尊
翁
を
師
事
し
、
そ
の
考

え
方
に
共
感
し
た
人
び
と
の
資
料
を
中
心
に
展

示
さ
れ
て
い
る
。

　

牧
野
家
が
代
々
長
岡
藩
の
繁
栄
と
平
和
を
祈

念
し
て
い
た
こ
の
地
を
、
互
尊
翁
は
修
養
道
場

と
し
、「
お
互
い
を
尊
重
す
れ
ば
争
い
事
は
な
く

な
る
」
と
最
期
ま
で
世
界
平
和
を
訴
え
て
い
た
。

そ
の
教
え
は
齋
藤
博
、

山
本
五
十
六
を
は
じ
め

長
岡
人
に
確
か
に
受
け

継
が
れ
て
い
っ
た
。

　

現
在
も
長
岡
市
は
世

界
に
向
け
て
平
和
を
発

信
し
続
け
て
い
る
。
互

尊
の
森
と
如
是
蔵
博
物

館
は
、
平
和
の
尊
さ
に

ふ
れ
る
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト

と
し
て
、
今
も
変
わ
ら

ず
に
訪
れ
る
人
々
を
優

し
く
迎
え
入
れ
る
。

元
帥
殉
難
地
巡
拝
団
」
を
派
遣
し
た
。
合
計

五
回
の
べ
三
十
六
名
の
メ
ン
バ
ー
の
多
く
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
同
国
の
特
命
全
権

大
使
は
長
岡
出
身
の
野
村
忠
策
氏
。
元
帥
を

慕
う
多
く
の
人
び
と
の
情
熱
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

実
現
に
は
不
可
欠
で
あ
っ
た
。

　

十
五
年
の
歳
月
を
経
て
、
平
成
十
一
年
（
一

九
九
九
）
四
月
十
八
日
の
元
帥
の
命
日
に
「
山

本
五
十
六
記
念
館
」
は
開
館
。
そ
の
中
央
に
は

最
期
に
搭
乗
し
て
い
た
「
一
式
陸
上
攻
撃
機
」

の
左
翼
部
分
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

牧
野
家
第
十
七
代
当
主 

牧
野
忠
昌
氏 

寄
稿

長
岡
市
民
に
な
っ
た
お
殿
様
No.2

し
げ
よ
し

た
だ
き
よ

い

し
げ
と
み

き
ん
じ
ょ
う
ざ
ん

こ
さ
つ

に
ょ
ぜ
ぞ
う

に
っ
ぽ
ん
ご
そ
ん
し
ゃ

じ

と
う
し
ょ
う

い
ま
ば
し

じ
と
う

の
り
よ
し

13　如是蔵博物館 長岡市民になったお殿様、山本記念公園、山本五十六記念館　12



No.3

執筆：石丸 千也（いしまる かずや）
長岡で美容室を経営し、自らスタイリストとしても活動中。長岡の歴史を通して郷土を考え、次世代に伝えたい、
と熱き想いを持った若者が集う「越後RYO-MA倶楽部」の局長。「米百俵まつり」で坂本龍馬に扮している。

　

愛
し
き
日
々
を
誓
っ
た
若
者
た
ち
の
最
期

と
な
っ
た
飯
盛
山
で
、
会
津
高
校
生
徒
に
よ
る

白
虎
隊
剣
舞
の
奉
納
を
見
て
き
ま
し
た
。
生

徒
さ
ん
達
の
剣
舞
は
白
虎
隊
士
の
勇
猛
か
つ
、

勇
ま
し
さ
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
白
虎
隊
慰
霊

祭
で
し
た
。

　

次
に
向
か
っ
た
の
は
長
岡
の
方
に
は
あ
ま
り

知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
是
非
知
っ
て
貰
い
た
い

八
十
里
越
の
後
の
ス
ト
ー
リ
ー
で
す
。
戊
辰
戦

争
で
新
政
府
軍
に
そ
の
名
を
轟
か
せ
た
若
き

武
士
、
大
隊
長
山
本
帯
刀
。
己
を
犠
牲
に
し

て
長
岡
藩
士
四
十
三
名
を
守
っ
た
漢
、
渡
辺

豹
吉
。
二
人
の
物
語
が
そ
こ
に
眠
っ
て
い
ま
す
。

　

帯
刀
ら
と
共
に
囚
わ
れ
た
豹
吉
は
新
政
府

軍
に
懇
願
、「
主
人
の
死
を
見
届
け
遺
骸
を

埋
め
て
か
ら
死
を
賜
り
た
い
」と
申
し
出
ま
す
。

逆
賊
の
遺
体
は
放
置
さ
れ
、『
触
れ
た
者
は
敵

と
み
な
す
』
と
言
う
非
情
な
考
え
の
中
、
豹

吉
は
四
十
三
名
の
遺
骸
を
埋
め
て
あ
げ
た
い

と
、
自
分
の
身
を
犠
牲
に
し
て
主
人
の
魂
を
守

り
ま
し
た
。
斬
首
の
前
夜
、
豹
吉
は
手
に
縄

が
か
け
ら
れ
て
も
口
で
帯
刀
に
ケ
ッ
ト
（
毛
布
）

を
掛
け
て
あ
げ
、
会
話
な
く
と
も
目
で
今
後

の
世
の
中
を
語
っ
て
い
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

　

本
光
寺
に
あ
る
長
岡
藩
士
の
墓
を
長
年

守
っ
て
く
れ
て
い
る
の
が
長
岡
藩
士
殉
節
顕

彰
会
で
す
。
今
で
は
長
岡
の
小
学
生
の
修
学

旅
行
で
も
行
く
よ
う
に
な
り
、
長
岡
藩
の
生

き
様
、
会
津
人
の
愛
を
学
ぶ
地
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
ま
た
、
山
本
帯
刀
の
家
の
家
督

を
後
の
世
に
継
い
だ
者
こ
そ
、
連
合
艦
隊
司

令
長
官 

山
本
五
十
六
な
の
で
す
。

小
学
生
の
時
、
初
め
て
行
っ
た
家
族
旅
行

衝
撃
だ
っ
た
そ
の
時
か
ら
私
は
虜
に
な
っ
た…

長
岡
と
切
っ
て
も
切
れ
な
い
繋
が
り
の
地

来
る
た
び
に
魅
力
を
感
じ
る
歴
史

色
褪
せ
な
い
歴
史
に
触
れ
た
会
津
若
松
。

若
き
武
士
の
勇
ま
し
さ
と
、惜
し
む
命

平
和
の
祭
典 

新
潟
県
産
業
博
覧
会

当時ははラジオの時代であり、まだ珍しいテレ
ビを展示し毎日数回の実演が行われていた。

神田小学校敷地を含む西神田
町２丁目地内の２万坪の会場
を中心として開催され、閉会後
には主要施設が学校として転
用された。

六角形の特異な形とツ
ララが特徴の雪の科学
館は、長岡ならではの雪
との関係を映像・スライ
ドで解説した。

開
府
四
百
年
の
あ
ゆ
み

い
ま
か
ら
六
十
六
年
前
、
焼
け
野
原
か
ら
立
ち
上
が
る
長
岡
を

全
国
発
信
す
る
博
覧
会
が
開
催
さ
れ
た

　

新
潟
県
産
業
博
覧
会
（
通
称
・
長
岡

博
）
は
、
昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
〇
）

七
月
二
十
日
か
ら
八
月
三
十
一
日
ま
で
、

四
十
三
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
た
（
主

催
は
長
岡
市
と
新
潟
県
）。
全
国
の
特
産

品
を
集
め
、
科
学
と
娯
楽
の
粋
を
紹
介

す
る
展
示
施
設
は
、
期
間
中
に
四
十
五

万
人
の
総
入
場
者
を
集
め
た
。
会
場
は

神
田
小
学
校
付
近
で
、
西
神
田
町
二
丁

目
一
帯
。
駅
前
広
場
や
道
路
は
、
復
興

事
業
で
整
備
さ
れ
た
。
会
場
の
設
定
は
、

長
岡
駅
と
会
場
間
を
徒
歩
で
回
遊
さ
せ

る
こ
と
が
目
的
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

空
襲
か
ら
五
年
。
長
岡
博
は
、
復
興

に
向
け
立
ち
上
が
り
、
恒
久
平
和
を
願

う
市
民
の
思
い
を
内
外
に
示
し
た
。

飯盛山からの会津の街を見下ろすと、鶴ヶ城が見えます。また、整備された
街並みの中に城下町の面影を残している。会津若松は人を魅了します。

戊辰戦争で会津藩が組織した隊『白虎隊』当時16
～17歳の少年達が戸ノ口原の戦いで負傷し飯盛
山まで落ち延び戦火に包まれた城下を見て鶴ヶ城
の落城と誤認して自刃を決行した場所として白虎
隊士の墓が建ち安らかに眠っている飯盛山。

戊辰戦争で長岡城は陥落した、八十里峠を越え会
津藩と連合を組むも長岡藩士が新政府軍に囚われ
た。その隊士達を指揮していた者こそが大隊長山
本帯刀である。捉えた新政府軍の首脳部は24歳と
いう若さにもかかわらず、このいで立ち、気迫に圧
倒され処罰するのを惜しみ、『降伏したら助命して
も良いぞ』と言うも帯刀は『藩主から戦いを命じら
れても降伏は命じられていない』と主君への忠義を
最期まで貫き通した。

長岡博鳥瞰図　入口のすぐ右の「子どもの国」では飛行塔・お猿電車などが人気だった。

雪の科学館

工業館は工業製品の紹介と
実演、煙草館は最新式の機
械を設備して、煙草の製造
工程を実演し即売していた。

工業館と煙草館

長岡博 博覧会場図

この博覧会にあわせて、焼け残
った駅舎は改装された。駅前に
は池と噴水が新しくでき、道路
はきれいに舗装された。

大手通り

テレビジョン館

会期中の観客は45万人で、予想した71万人に
は及ばなかったが、８月３日には復興祭と重な
り、多くのにぎわいをみせた。

正面切符売り場

白虎隊剣舞

山本帯刀らの墓

長岡藩銃士隊の方々も毎年長岡から会津に出陣し
て、この地で松平容保公の助太刀に参っています。
隊を率いたのは大隊長山本帯刀と軍事総督河井
継之助です。この武者行列での長岡銃士隊への人
気度は凄まじいものですよ。

会津まつり長岡藩銃士隊

赤瓦が特徴の難攻不落名城
鶴ヶ城。天守閣に登れば会津
の地を一望できます。

鶴ヶ城

第3回

会津編

た
て
わ
き

お
と
こ

ひ
ょ
う
き
ち
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下
戸
で
、
甘
党
で
知
ら
れ
る
山

本
五
十
六
の
好
物
の
ひ
と
つ
に
、

「
み
や
じ
さ
ま
の
ニ
シ
ン
」
が
あ
る
。

　

宮
路
町
に
あ
る
石
動
神
社
を
、

地
元
で
は
地
名
に
あ
や
か
り
み
や
じ

さ
ま
と
呼
ぶ
。
そ
の
境
内
に
あ
る
菊

池
茶
屋
が
参
拝
客
に
提
供
す
る
茶
屋

鰊
も
ま
た
、「
み
や
じ
さ
ま
の
ニ
シ
ン
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
。
秘
伝
の
甘
ダ
レ
で

数
日
間
、
煮
含
め
た
身
欠
き
鰊
は
、

口
の
中
で
ほ
ろ
っ
と
崩
れ
、
昔
も
今

も
変
わ
ら
ぬ
味
わ
い
で
あ
る
。

　
『
人
間  

山
本
五
十
六
』（
反
町
栄

一
著
）
に
は
、
元
帥
か
ら
「
宮
路
の

茶
屋
鰊
を
食
わ
し
て
く
れ
」
と
リ
ク

エ
ス
ト
さ
れ
「
ム
シ
ャ
ム
シ
ャ
と
鰊
を

十
本
程
も
う
ま
そ
う
に
食
べ
て
下
さ

れ
た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
な
か
な
か

豪
快
な
食
べっ
ぷ
り
で
は
な
い
か
。

　

江
戸
時
代
か
ら
北
日
本
、
特
に

北
海
道
の
日
本
海
沿
岸
で
は
鰊
漁
が

盛
ん
で
、
保
存
に
便
利
な
身
欠
き

鰊
は
タ
ン
パ
ク
源
と
し
て

広
く
内
地
に
流
通
し
た
。

　

長
岡
で
も
、
冬
の
栄
養

源
に
は
欠
か
せ
ぬ
も
の
で

あ
り
、
長
岡
城
の
雪
下
ろ

し
を
す
る
人
足
へ
の
報
酬

は
、
一
日
に
付
き
身
欠
き

鰊
一
本
と
茶
碗
酒
一
杯
だ
っ

た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
さ
さ

や
か
な
報
酬
だ
が
、
労
働

の
後
で
は
、
格
別
美
味
さ

も
染
み
た
こ
と
だ
ろ
う
。

　

毎
年
八
月
一
日
の
長
岡
ま
つ
り
の

夜
、
笛
太
鼓
の
賑
わ
い
も
引
い
た
頃
に
、

白
い
尺
玉
花
火
『
白
菊
』
が
厳
か
に

打
ち
あ
が
る
。
そ
れ
は
、
昭
和
二
十

年
（
一
九
四
五
）
の
米
軍
に
よ
る
長

岡
空
襲
で
犠
牲
に
な
っ
た
人
た
ち
へ
手

向
け
ら
れ
る
、
慰
霊
の
花
火
で
あ
る
。

　

白
菊
の
花
火
は
、
長
岡
を
代
表

す
る
花
火
師
・
嘉
瀬
誠
次
氏
が
平

成
二
年
（
一
九
九
〇
）
に
、
当
時

ソ
ビ
エ
ト
連
邦
の
ア
ム
ー
ル
川
で
打
ち

上
げ
た
こ
と
に
始
ま
る
。
嘉
瀬
氏
は

自
身
も
シ
ベ
リ
ア
抑
留
を
経
験
し
て

お
り
、
亡
く
な
っ
た
戦
友
へ
の
万
感

を
込
め
た
花
火
だ
っ
た
と
い
う
。
そ

の
後
に
、
長
岡
に
お
い
て
は
空
襲
の

日
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
と
、
平
成
十

五
年
（
二
〇
〇
三
）
に
八
月
一
日

の
白
菊
の
打
ち
上
げ
が
定
ま
っ
た
。

　

平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）に
は
、

日
米
開
戦
の
引
金
で
あ
る
真
珠
湾
攻

撃
実
行
の
十
二
月
八
日
夜
に
、
米
国

の
犠
牲
者
に
向
け
た
慰
霊
の
白
菊
が

打
ち
上
げ
ら
れ
、
市
民
有
志
に
よ
り

現
在
ま
で
毎
年
継
続
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
白
菊
が
、
平
成
二
十
七
年
（
二
〇

一
五
）
八
月
十
五
日
（
日
本
時
）
に

世
界
平
和
を
テ
ー
マ
と
し
て
真
珠
湾
で

打
ち
上
げ
ら
れ
た
。
長
岡
市
は
真
珠

湾
攻
撃
を
指
揮
し
た
山
本
五
十
六
の

出
身
地
で
あ
り
、
一
方
で
は
米
軍
に
よ

る
空
襲
被
災
地
で
あ
る
。
そ
の
歴
史

を
ふ
ま
え
る
と
、
今
日
の
姉
妹
都
市

ホ
ノ
ル
ル
と
の
協
調
は
大
変
に
価
値
が

高
い
。
白
菊
の
花
火
は
、
私
た
ち
が

今
後
も
平
和
を
考
え
続
け
る
に
貴
重

な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
与
え
て
く
れ
る
。
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